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蓑11989年処理における新梢の生育
1　は　じ　め　に

ブドウの遅伸びを確実かつ省力的に防止することを目的

として，マレイン酸ヒドラジドコリン塩（以下，C－MH

という）の茎彙散布について検討した。

第1報】）ではキャンベル7－リーについて検討し∴開花

後40日以降にC－MH150～250倍液を1回散布することに

より遅伸びを防ぐことができるうえ，果実品質（糖度・若

色）の向上も図られることを報告した。本報では赤色大粒

種　一紅伊豆一　についての検討結果を報告する。

2　試　験　方　法

（l）1989年における試験では，大迫試験地内の垣根什よ

の‘紅伊豆’（台木SO4，樹齢7年）を用い．8月3日

（着色始期）に下表の処理を行った。ただし．摘心処理区

は再伸長がみられたので，9月4日に再び摘心処理を行っ

た。

区　　名　　　　　　　処理の内容

①C－MH150倍　　副梢弔除後150倍液を立木全面散布

②C－MH250倍　　副梢勢除後250倍液を立木全面散布

③摘心処理　22彙残して摘心及び副梢軒除

④無処理　副梢勇除．無摘心

注．副梢は各区とも1菓残して労除した。

（2）1990年における試験では，花巻市矢沢地区の長梢一

文字仕立の　■紅伊豆’（台木テレキ5BB，樹齢11年）を

剛、．8月11日（ベレーゾン始期）に下表の処理を行った。

区　　名　　　　　　処理の内容

①C－MH200倍　副梢除去後200倍液を立木全面散布

②無　処　理　　副梢のみ除去，無摘心

3　試験結果及び考案

（l）1989年の試験結果を表1．2，3に示した。まず表

1の新梢の生育をみると，摘心処理区は処理後副梢の再伸

長が認められ，再摘心を行ったのに対して，C－MH散布

区（150倍区及び250倍区）はいずれも散布後の伸長がほと

んどみられず，確実な遅伸び防止作用が認められた。伸長

抑制作用の発現過程はキャンベル7－リーの場合と同様で

区　名

（＝C一九・tIH50m

やC－MH250倍

廊摘　芯　処　理

・∫・無　処　押

野i　椚1ミ
（cm）

8／3　8／15　8／25　9

節　　　致

（節）
／5　持／3　8 5　8／259／5

271，5　273．5　273．5　27：i＿5　26．6　27．127．】27，1

219．7　214，1214．t　214．事　24．4　24．6　2凡6　2・1．6

217．8　208．6　208．6　2川．0　24．123．4　2こ日：3．汚

260．7　279．9　315．7　3：1・1．0　25，5）31日：13＿0　38．2

あった■）。

次に，表2の果実品質をみると，C－MH散布匡及び摘

心処理区は無処理区に比較して糖度が高く，酸が低い傾向

が認められた。なお．データは省略するが，着色もC－M

H散布区がわずかながら無処理区に優る傾向がみられた。

表21989年処理における果実品質
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更に∴翌年の発芽・開花状況を表3に示したが，C－M

H散布区は摘心処理区とともに無処理区に比べて発芽が斉

・一一で，発芽率，発芽長も明らかに優った。また．開花日数

も短かい傾向を示した。

表31989年処理における翌年の発芽および開花状況

全牙勧：発芽致 亮蚕亮

日・C－MH150倍

（写）C－MH250倍

豆摘　芯　処　理

中）蟹　処　理

（偶）（個）（％）

78　　　68　　87．2

144　　131　g1．0

115　　　99　　86．1

81　　46　　56．8

発芽長　　岡花‖（几Il）

（cm）　始　　盛　　終

10．9　　6／2（）6／22　6／2d

138　　6／Z（I　6／22　6／24

9．1　6／20　6／22　6／24

6．2　　6／20　6／2：j　6／26

注．発射■l：1990叶5JH H．発芽凋銭FI：199仰5日25日

（211990年の試験結果を表4，5に示した。C－MH散

布濃度は200倍のみとしたが，1989年同様，1回散布で確

実な伸長抑制作用が認められた（表4）。

一方，表5の果実品質をみると，C－MH散布区は無処

理区に比べて糖度が同等で酸がやゝ高い傾向を示し，処理

効果はとくに認められなかった。しかし，1989年と明らか
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に相違がみられた点は，C－MH散布区が無処理区よりも

1位竜が小さいため，房垂が劣ったことである。これはC－

MHが果粒の肥大を抑制したことが原凶と推察された。

表41990年処矧こおける新梢の生育状況

区　　　 名

ー処理喧　　　　 11月5 日

新梢長　 全柄長　 登熟消長　 登熟率

（皿）　 （cm）　 （cm）　 （％）

① C －M H 200倍 305．3　 309．7　　 23 1．0　　 74．6

② 無　 処　 理 292．4　 34 7．1　 264 ．9　　 76．3

表51990年処理における果実品質

区　　　 名
房　 垂 1 拉垂　 糖　　 度　　　 酸

（g ） （g ） （B rix ％）（g ／ 100 m l）

①C －M H 200倍 39 1．0　 12．2　　 17．0　　　 0．45

②無　 処　 理 448．0　 13．3　　　 17．0　　　 0．40

注，1990年9月19日収穫

表6　休眠枝の発芽率

区　　　 名 第 5 芽 第10芽 第 1

①C －M H 200倍 80　　　 90　　　 8

②無　 処　 理 70　　　 90　　　 6

（％）

第20芽第25芽

0　　100　　　70

0　　　90　　　70

また，表6は両区の休眠枝を1990年12月27日に採取し，

湿新聞紙とビニールで包み冷蔵庫に保管し．1991年2月21

日に当該節位の芽各10個を1日吸水させ，－10℃10時間の

低温処理を行った後，15℃の恒温器内で発芽させた結果で

ある。発芽率の調査は1991年3月13日に行った。表による

と，C－MH散布区がわずかながら無処理区に俵る傾向が

伺えた。

（3）1990年の試験において，C－MHが果粒の肥大を抑制

することが推察されたが，この点について更に考察を加え

る。ブドウの果粒肥大はダブルシグモイド曲線を措きなが

ら収穫時まで続くことが知られているが．大勢はベレーゾ

ン期までにははゝ■決定され，着色斯以降の肥大量は小さい

ものと思われる。従って，1990年のように着色の始まる以

前に使用すると，果拉肥大が明らかに抑制される場合が生

じるものと考えられる。

4　ま　　と　　め

赤色大粒種　一紅伊豆　の遅伸び防心こ対する新梢伸長抑

制剤C－MH散布の影響を検討した。

C－MH150～250倍液を8月上旬に1回散布することに

より確実に遅伸びを防止できることが確認された。加えて，

奴布時期が適当であれば果実品質の向上や翌年の発芽の良

化が期待できることも認められた。しかし果粒肥大の充分

でない時期に散布すると，その後の肥大が抑制され．小乗

拉房となる場合があることから，使用時期には注意が必要

と考えられた。
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